
 

平成２２年第２回玖珠町議会定例会会議録(第６号) 

 

 

  平成２２年３月２６日（金） 

 

 

１．議事日程第６号 

    平成２２年３月２６日（金） 午前１０時開議 

  第 １ 委員会の審査結果の報告並びに報告に対する質疑 

  第 ２ 討論 

  第 ３ 採決 

  第 ４ 議員派遣について 

  第 ５ 委員会の継続審査の付託について 

  第 ６ 議員発議 

     ・意見書（案）の提出について 

 

 

１．本日の会議に付した事件 

  日程第 １ 委員会の審査結果の報告並びに報告に対する質疑 

  日程第 ２ 討論 

  日程第 ３ 採決 

  日程第 ４ 議員派遣について 

  日程第 ５ 委員会の継続審査の付託について 

日程第 ６ 議員発議 

       ・意見書（案）の提出について 

 

 

  出席議員（１６名） 

         １ 番  佐 藤 左 俊      ２ 番  尾 方 嗣 男 

         ３ 番  菅 原   一      ４ 番  柳井田 英 徳 

         ５ 番  工 藤 重 信      ６ 番  河 野 博 文 

         ７ 番  高 田 修 治      ８ 番  宿 利 俊 行 

         ９ 番  松 本 義 臣      １０番  清 藤 一 憲 
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         １１番  江 藤 徳 美      １２番  秦   時 雄 

         １３番  日 隈 久美男      １４番  後 藤   勲 

         １５番  片 山 博 雅      １６番  藤 本 勝 美 

  欠席議員（な し） 

 

 

職務のため議場に出席した者の職氏名 

         事 務 局 長  小 川 敬 文     議 事 係 長  穴 井 陸 明 

 

 

地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名 

町   長 朝 倉 浩 平  副  町  長 太 田 尚 人 

教  育  長 本 田 昌 巳  総 務 課 長 松 山 照 夫 

財 政 課 長 帆 足 博 充  地域力創造課長 河 島 広太郎 

税 務 課 長 帆 足 一 大  福祉保健課長 日 隈 桂 子 

住 民 課 長 横 山 弘 康 
 建 設 課 長 兼 

公園整備室長 
梶 原 政 純 

農林業振興課長兼 

農 業 委 員 会 

事 務 局 長 

宿 利 博 実 
 商工観光振興 

室    長 
湯 浅 詩 朗 

水 道 課 長 村 口 和 好 
 会計管理者兼 

会 計 課 長 
麻 生 太 一 

人権同和啓発 

センター所長 
飯 田 豊 実  学校教育課長 穴 本 芳 雄 

社会教育課長兼 

中央公民館長 
大 蔵 順 一  学校教育課参事兼 

学校給食センター所長 
野 田 教 世 

わらべの館館長 中 川 英 則  行 政 係 長 山 本 恵一郎 

 

 

               午前１０時００分開議 

〇議 長（藤本勝美君） おはようございます。 

開会に先立ちまして、傍聴される皆さんにお願いします。 

会議中は静粛に願います。 

なお、会議中の言論に対し、拍手や可否表明などの言動は固く禁じられております。 

また、会議の傍聴規則第７条並びに第９条の規定により、写真撮影やカセットテープの使用、携帯

電話の持込みは禁止されていますので、ご協力願います。 
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ただ今の出席議員は１６名です。 

  会議の定足数に達しております。 

  これより本会議を再開し、直ちに本日の会議を開きます。 

 

    日程第１ 委員会の審査結果の報告並びに報告に対する質疑 

 

〇議 長（藤本勝美君） 日程第１、委員会の審査結果の報告並びに委員長報告に対する質疑を行いま

す。 

  最初に、総務常任委員会委員長の報告を求めます。 

総務常任委員会委員長松本義臣君。 

〇総務常任委員長（松本義臣君） おはようございます。 

  総務常任委員会報告をいたします。 

  平成２２年第２回玖珠町議会定例会において、総務常任委員会に審査の付託を受けました議案６件に

ついて、３月１１日執行部出席のもと、全員で審査した結果を報告します。 

  １ 議案第５号 玖珠町職員の給与の特例に関する条例の制定について 

  本案は、平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日までの間における玖珠町職員の給与に関する条

例の適用を受ける職員の給料の月額について、基礎給料月額に１００分の３を乗じて得た額をそれぞれ

減じて得た額とする。また、同項第２号に掲げる職員の給与も一般職員等の例に準じた額とするもの

であり、玖珠町職員の給与の特例に関する条例（平成２１年玖珠町条例第１号）を廃止し、玖珠町職員

の給与の特例について定めるものであります。平成２１年度で「行財政改革推進５か年計画」が終り、

その検証等行うため平成２２年４月１日からの１年間、職員の給料について特例措置を講ずるものであ

ります。 

  委員より、年間の給料削減合計額は約２，０００万円程度とのことであるが、その金額をどのように予

算的に反映しているのか見えない、その努力が見えるような表現をしていくべきだとの意見がされま

した。 

  審査の結果、本案は妥当なものであり、全会一致で可決すべきものと決しました。 

  ２ 議案第６号 玖珠町自治委員設置及び自治区活動活性化条例の一部改正について 

  本案は、本条第４条第３号中「町税その他」を「町税を除く」に改めるものであり、自治委員の処

理条項から、町税の告知書の配布及び納付に関することを削除するものであります。 

  委員より、各自地区では高齢者が増加し、自治委員の仕事も多種多用であり処理に苦慮している現

状である。納税組合は必要であり滞納を防止している効果は大きいと考える。納税組合への手当等見

直しができるものであるならば検討してほしいとの意見が出されました。 

  審査の結果、本案は妥当なものであり、全会一致で可決すべきものと決しました。 

  ３ 議案第７号 玖珠町非常勤特別職の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 
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  本案は、玖珠町非常勤特別職及び地方自治法、地方公務員法、地方税法等の規定に基づく出頭者の

報酬及び費用弁償の額を、規定により定められている額から当該額に１０％カットして得た額とする。

平成１７年度から取り組んでいる「行財政改革推進５か年計画」が本年度で終了するにあたり、平成

２２年４月１日からの１年間、引き続き経常経費削減のため特例措置を講ずるものであります。 

  審査の結果、本案は妥当なものであり、全会一致で可決すべきものと決しました。 

  ４ 議案第８号 証人等の実費弁償に関する条例の一部改正について 

  本案は証人等の実費減少の額を、規定により定められている額から当該額に１０％カットして得た額

とする。平成１７年度から取り組んでいる「行財政改革推進５か年計画」が本年度で終了するにあたり、

平成２２年４月１日からの１年間、引き続き経常経費削減のため特例措置を講ずるものであります。 

  審査の結果、本案は妥当なものであり、全会一致で可決すべきものと決しました。 

  ５ 議案第９号 玖珠町特別職の常勤職員及び教育長の給与に関する条例の一部改正について 

  本案は町長、副町長、教育長の給与について、平成１７年度から取り組んでいる「行財政改革推進５

か年計画」において、特別職については各々規定に定められている別表の額からカットを実施してき

た。町長については、別表の額から当該額に１００分の１０を乗じて得た額を、副町長及び教育長につい

ては当該額に１００分の５を乗じて得た額をそれぞれ減じて得た額とし、平成２２年４月１日からの１年

間、減額措置を講ずるものであります。 

  審査の結果、本案は妥当なものであり、全会一致で可決すべきものと決しました。 

  ６ 議案第１０号 玖珠町職員の旅費に関する条例の一部改正について 

  本案は玖珠町特別職及び職員の旅費の支給について、職員については、日田玖珠管内は支給対象外

とし、その他の県内日当を１，０００円、県外日当を３，０００円、県内宿泊料８，５００円、県外宿泊料を１

万８００円、また、第１８条但し書きの適用はないとするものであります。また、町長、副町長、教育長

については、日当を支給しないとの改正であり、平成２２年４月１日からの１年間、経常経費削減のた

め特例措置の継続を講ずるものであります。 

  審査の結果、本案は妥当なものであり、全会一致で可決すべきものと決しました。 

  以上、総務常任委員会に付託を受けました議案６件について、審査の結果の報告を終わります。 

〇議 長（藤本勝美君） 総務常任委員会委員長報告に対する質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

（な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 質疑なしと認めます。 

  総務常任委員会委員長報告に対する質疑を終わります。 

  次に、産業建設常任委員会の報告を求めます。 

  産業建設常任委員会委員長宿利俊行君。 

〇産業建設常任委員長（宿利俊行君） 皆さんおはようございます。 

産業建設常任委員会報告をいたします。 
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  平成２２年第２回玖珠町議会定例会において、産業建設常任委員会に審査の付託を受けました議案

４件、陳情１件について、３月１１日、執行部出席のもと、全員で審査した結果を報告します。 

  １ 議案第１１号 玖珠町道路占用料徴収条例の一部改正について 

  本案は、道路の占用料の額を改正するものであります。 

審査の中で委員より、地価等の変更によって改正するのか等の質問が出され、執行部より、国・県

の改正に基づいて行うものであるとの説明がありました。 

  審査の結果、本案は妥当なものであり、全会一致で可決すべきものと決しました。 

  ２ 議案第１５号 町道路線の廃止について（その１） 

  本案は、町道深耶馬線で、県道森～耶馬渓線の元県道で平素は使用されてなく、崩落等危険もとも

なうことや、交付税等の観点から廃止するものであります。 

  審査の結果、本案は妥当なものであり、全会一致で可決すべきものと決しました。 

  ３ 議案第１６号 町道路線の廃止について（その２） 

  ４ 議案第１７号 町道路線の認定について 

  以上２議案は関連がありますので、一括して審査を行いました。 

  執行部より、大字小田中通から万年山牧場までを一旦廃止し、万年山牧場から花下農免農道までの

１，５５０ⅿを追加し、町道路線として再認定するものであるとの説明があり、委員より、県道山浦線の

災害や道路の通行止め等が発生した場合の唯一の迂回路として重要であり、町道として維持管理する

ことが適当であるとの意見が出されました。 

  審査の結果、本案は妥当なものであり、全会一致で可決すべきものと決しました。 

  ５ 陳情第３号 肉用子牛価格低迷時における畜産農家支援陳情書 

  本陳情は、玖珠町和牛育種組合長衛藤 昇氏外３名より提出されたものであります。 

  執行部より、本陳情の内容は本定例会開会日に議決した議案第２０号、平成２１年度一般会計補正予

算の肉用牛繁殖農家支援緊急対策事業で４，３６０万８，０００円を原案可決していただいた内容である。

との説明がありました。 

  審査の結果、本陳情は「みなし採択」とすべきものと決しました。 

  以上、産業建設常任委員会に付託を受けました議案４件、陳情１件につきまして、審査結果の報告

を終わります。 

〇議 長（藤本勝美君） 産業建設常任委員会委員長報告に対する質疑を行います。 

質疑ありませんか。 

６番河野博文君。 

〇６ 番（河野博文君） ６番河野です。 

  この議案第１５号のですね、町道路線の廃止のところで、県道森～耶馬渓線の元県道の部分でそれが

町道になっておりまして、それを廃止するということでございますけど、今、実際このところは風倒

木なんかがね、たくさん置いてあって、この後の管理ちゅうのはどういうような形にもっていくんか、
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町道を止めて、その辺は審議されましたか。 

〇産業建設常任委員長（宿利俊行君） ここはですね、今、県道森～耶馬渓線のですね、玖珠町の方か

ら行きますとトンネルがありますね。あそこから左へ回って行く道がなんですけどですね、現在そう

いったものがあるかどうかというのは、説明はございませんでした。 

〇議 長（藤本勝美君） ほかにありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 質疑なしと認めます。 

  産業建設常任委員会委員長報告に対する質疑を終わります。 

  次に、文教民生常任委員会の報告を求めます。 

  文教民生常任委員会委員長河野博文君。 

〇文教民生常任委員長（河野博文君） 文教民生常任委員会報告を行います。 

  平成２２年第２回玖珠町議会定例会において、文教民生常任委員会に審査の付託を受けました議案２

件と請願１件について、３月１１日執行部出席のもと、全員で審査した結果を報告します。 

  １ 議案第１２号 玖珠町出産祝金等支給条例の一部改正について 

本案の条例改正の主な要因は次代を担う児童を確保するため、出産祝金の充実を図り、保護者の子

育てを支援する為に条例の一部改正を行うものであると説明がありました。 

委員より、①２１年度は何名ぐらいを予定しているか。また、②商品券の内容についての質問があり

ました。 

執行部より、①２１年度の出産推計は１５５名を予定している。また、②商品券は子どもを出産するこ

とにより必要な品物を購入する為に使用でき、該当する店は町内の子ども用品取扱の４１店舗であると

説明がありました。 

  審査の結果、本案は妥当なものであり、全会一致で可決すべきものと決しました。 

２ 議案第１３号 玖珠町Ｂ＆Ｇ海洋センターの設置及び管理に関する条例の一部改正について 

本案の条例改正の主な要因は、地方自治法第２４４条第２項及び第３項の規定に沿って、条例の一部

改正を行うものであります。内容は、玖珠町Ｂ＆Ｇ海洋センターの設置及び管理に関する条例の第７

条第３号にある、特定の政党や宗教などの宣伝及び活動を目的に利用しようとする個人及び団体を除

外するという部分を、Ｂ＆Ｇ海洋センターが公の施設であることから削除したいというものでありま

す。 

委員より、地方自治法第２４４条が改正になったのかと質問が出され、執行部より、地方自治法第２４４

条の改正はないが、公の施設管理に関する解釈・判例等から「Ｂ＆Ｇ海洋センター設立当初は財団が

管理していたが、その後、町が管理するようになってからは、地方公共団体が管理する公の施設であ

ると考えられる」ので、その解釈・判例等に沿ってその項目を削除したほうが良いと判断したと説明

がありました。 

  審査の結果、本案は妥当なものであり、全会一致で可決すべきものと決しました。 
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３ 請願第１号 保育所・児童入所施設の環境改善を求める意見書の提出に関する請願書 

審査の結果、本請願は妥当なものであり、全会一致で可決すべきものと決しました。 

  以上、文教民生常任委員会に付託を受けました議案２件と請願１件について、審査結果の報告を終

わります。 

〇議 長（藤本勝美君） 文教民生常任委員会委員長報告に対する質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

   （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 質疑なしと認めます。 

  文教民生常任委員会委員長報告に対する質疑を終わります。 

  次に予算特別委員会の報告を求めます。 

  予算特別委員会委員長菅原 一君。 

〇予算特別委員長（菅原 一君） おはようございます。予算特別委員会報告を行います。 

  平成２２年第２回玖珠町議会定例会において、予算特別委員会に審査の付託を受けました議案第２６

号から議案第３３号までの８議案について、３月１５日、１６日の２日間、執行部出席のもと、審査した

結果を報告します。 

  付託されました８議案は、平成２２年度一般会計並びに各特別会計、水道事業会計の当初予算であり、

議案ごとに主管課長より予算概要の説明を求め、質疑、審査を行い、全委員から熱心で真摯な質問や

意見・要望が出されました。 

なお、平成２２年度継続事業として予定をしています玖珠自治会館建設事業及び北山田小学校校舎危

険改築事業の現地踏査を行いました。 

  １ 議案第２６号 平成２２年度玖珠町一般会計予算について 

  平成２２年度玖珠町一般会計予算は、歳入歳出それぞれ７９億３，０００万円で、前年度対比２億７，０００

万円の減額であり、３．３％の減であります。 

これは、国の公共事業の見直しに係る総合運動公園建設事業や辰ヶ鼻帆足線歩道改修事業を継続検

討とし、補正予算対応としたことによるものが大きな要因です。 

財源の構成比は、一般財源６７．３％、特定財源３２．７％、自主財源２５．６％、依存財源７４．４％となり

ました。 

  科目別歳入内訳では、町税は１５億２，８９６万円で前年度より１，５９１万８，０００円減額の対前年比１．０％

の減であり、景気低迷による町民税の減額が大きな要因となっております。地方交付税は２８億１，３００

万円で前年度より９，２００万円増額の対前年比３．４％の増、国庫支出金は１１億５，８２０万４，０００円で前

年度より１億４，０３７万３，０００円増額の対前年比１３．８％の増であり、子ども手当給付費２億７，０３４

万７，０００円の増、都市公園等総合補助事業補助金など総合運動公園建設事業に係る補助金１億４，８９１

万８，０００円の減などが主な要因です。県支出金は８億７，０８９万７，０００円で前年度より１億７，４４８

万４，０００円減額の対前年比１６．７％の減であり、強い農業づくり交付金３億４，２８４万６，０００円の減、
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ふるさと雇用再生特別交付金及び緊急雇用創出事業補助金１億４，４５４万４，０００円の増などが主な要

因です。繰入金は９，９０５万２，０００円で、前年度より１億６，７７０万６，０００円減額の対前年比６２．９％

の減、諸収入は１億２，２６４万９，０００円で、対前年比５７．３％の減、町債は６億６，０４０万９，０００円で

対前年比１１．４％の増等であります。 

科目別歳出内訳では、総務費は１４億９，０２８万５，０００円で玖珠自治会館建設事業の計上などによ

り、前年度対比では７，９８２万９，０００円（５．７％）の増、民生費は１９億３，７５３万８，０００円で前年度対

比では２億２，１７６万９，０００円（１２．９％）の増であり、子ども手当の支給開始による増額であります。

労働費は２億２，０４４万７，０００円でふるさと雇用再生特別交付金事業などの雇用対策事業を拡大し

て、前年対比では１億６，２０２万９，０００円（２７７．４％）増と大きく伸びております。農林水産業費は５億

３，８５７万８，０００円で、畜産業費の強い農業づくり交付金事業や畜産振興基金の積立金の減少などに

より、前年度対比５億４，０５５万２，０００円（５０．１％）の減と大きく減額となりました。土木費は４億

８，６８６万５，０００円で長刎線の道路改良事業費の減少や特定防衛施設周辺整備事業の整備路線の減少

等により前年度対比で４億９０７万６，０００円（４５．７％）の減、教育費は１１億６，４７６万円で、北山田小

学校校舎の建替えにより前年度対比１億３，４８４万円（１３．１％）の増、公債費は７億５，５４５万１，０００

円で、前年度対比７，９６０万４，０００円（１１．８％）の増、等となっております。 

審査中に出された質疑応答、意見の主なものは、次のとおりです。 

（問）町税が前年度当初より１，５９１万８，０００円の減となっているが理由は。 

（答）景気低迷による町民税の減額が大きな要因です。 

（問）地方交付税が９，２００万円の増となっているが、政権交代の影響があったのかどうか。 

（答）地方交付税の伸びは、国において国税の減収はあるが、地方財政計画では前年度より６．８％

の増、１兆１，０００億円の増額が確保されている。収入の落込みの大きい市町村に配分が増え

るが、試算により３．４％の増を見込んで計上している。 

（問）子ども手当の関係で、支給対象の変更があった場合の対応は。 

（答）２，２１５名分を計上している。転入転出、誕生・出生等で対象者変更は補正で調整する。（中

学校は国庫、その他は児童手当との調整により国・県・町負担となる） 

（問）入湯税は減額計上だが、どうしてか。 

（答）入湯税は業者が入浴客から特別徴収して納税するもので、昨今の景気低迷の影響を考慮して

当初見込額を抑えている。 

（問）町税等の税の滞納が増えているが、その対応策は。 

（答）滞納金の徴収に努力しているが、生活困窮、住所不明、換価（価値なし）など、徴収見込み

のないものについては税法に基づいて不納欠損を行っている。徴収の取組みについては、２１

年度は県に徴収委託をして、町職員では滞納しにくい箇所の徴収をお願いしたり、また、２２

年度は県税事務所の職員を派遣してもらい、半年間徴収事務を行って頂くことにしている。

その中で徴収のノウハウを得たい。 
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（問）町営住宅駐車場使用料９３万３，０００円はどこの分か、他の状況は。 

（答）エコ・タウン今村の４９台分です。条例によりエコ・タウン今村のみ駐車場使用料を徴収して

いる。他のところは今後検討したい。 

（問）過年度住宅費使用料が計上されているが、家賃の滞納徴収は誰が行っているのか。 

（答）建設課職員が徴収に行っている。 

（問）電源立地地域対策交付金の今後の見通しは。 

（答）平成２２年度末をもって交付期限を迎える。この制度の継続要請の意見書を出して頂きたい旨、

議会にお願いしている。 

（問）平成２２年度の雇用対策はどうなっているか。 

（答）平成２２年度の雇用は９５名を予定している。事業費は観光６事業２０．０％、農林業・産業９事

業４５．４％、教育６事業１７．１％、その他９事業１６．８％です。 

（問）財産売払収入の立木売却分はどうなっているか。 

（答）公有林整備利用間伐分８㏊とモラロジー跡利用間伐分１㏊。４５３万６，０００円を予定している。 

（問）公有地の財産管理をしっかり管理すべきでは。 

（答）地形図に字図をおとす作業を現在行っている。境界そのものの確認は、地図におとして対応

できるよう準備している。 

（問）国税連携業務委託料１０５万円の内容は。 

（答）平成２３年１月から確定申告データ及びイータックスで提出された決算書データについては、

地方税電子化協議会のエルタックスを通じてデータ交付となる。各市町村でデータの受入が

出来るようになる。その準備のため計上している。 

（問）建設中の玖珠自治会館には外からのトイレがないが、玖珠公民館を取り壊すと身障者トイレ

がなくなる。新設するのか。 

（答）現段階では既存のものを継続して使用する予定であるが、跡地利用として公園の計画もあ

り、その中で身障者トイレを検討したい。 

（問）万年山の山開きに昨年ワッペンなどが不足したが、多めに出来ないか。 

（答）昨年は増版して観光協会に問い合わせのあった分は送付した。駐車場の整備やペナント等を

充実させていきたい。 

（問）上水の第２次拡張工事で町道を掘削して段差ができたところがある。それを把握している

か。 

（答）確認している。内部協議を行っているところです。 

審査の結果、本案は全会一致で可決すべきものと決しました。 

２ 議案第２７号 平成２２年度玖珠町国民健康保険事業特別会計予算について 

平成２２年度の予算総額は歳入歳出それぞれ２１億６，５７５万６，０００円で、対前年度当初予算比較

３，４３２万８，０００円、（約１．５％）の減であります。 
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減額の要因は歳出見込み額の単に減額によるものでなく、国保税収入や各種交付金の歳入として見

込める額が減少傾向にあること等が上げられます。このような状況の中、平成２０年度から始まった特

定健診・特定保健指導の受診率等を上げることにより、病気の早期発見・早期治療による健康づくり

を進め、医療費全体を抑制するための事業推進を行うとのことであります。今後も保健事業の一層の

推進を図り、医療費の抑制に向けた取り組みが重要です。 

歳入の主な内訳は、国民健康保険税４億６，６７５万４，０００円、国庫支出金６億３，２００万７，０００円、

前期高齢者交付金４億８，１９４万７，０００円、共同事業交付金２億８，１７７万８，０００円であります。また、

歳出の主な内訳は保険給付費１４億２，２８４万円、後期高齢者支援金等２億５，３６３万５，０００円、介護保

険納付金１億１，０１０万７，０００円、共同事業拠出金３億３，８５６万８，０００円であります。 

審査中に出された質疑応答、意見の主なものとして 

（問）被保険者数は。 

（答）１０月末で５，６８３人です。 

（問）国民健康保険基金の残高は。 

（答）平成２０年度末で１億７，３０７万４，０００円です。 

（問）医療費抑制のための事業効果について 

（答）評価は難しいが、特定健診により早期発見・早期受診につながったことや、特定保健指導に

より改善をみている。また、健康づくり推進協議会では、２０年間の継続した活動により成果

をあげている。高齢者については、介護保険の予防事業と併せて、地域での閉じこもり予防

活動を展開している。 

また、国保税の徴収については、過年度を含め極力、収納率を上げるよう努めてくださいと

の意見がだされました。 

審査の結果、本案は全会一致で可決すべきものと決しました。 

３ 議案第２８号 平成２２年度玖珠町簡易水道特別会計予算について 

平成２２年度予算総額は歳入歳出それぞれ４，５７３万円で、前年度比較では４７４万円の減であります。 

１９年度に実施した補償金免除繰上償還により一部の起債の償還期間を短縮した関係等であります。

本年度見込みの給水区域内人口１，５８９人、給水人口１，２４５人、給水区域内戸数５４４戸、給水戸数４７０

戸、普及率７８％であります。 

審査中に出された質疑応答の主なものとして 

（問）水道使用料が減額になった要因は。 

（答）景気悪化で倹約傾向にあり、基本料金内での戸数の増加が主な要因です。 

（問）一般会計から２，４０４万円繰入れがあるが。 

（答）一番主なものは人件費、起債の償還。償還については繰上げ分が平成２３年に終了予定です。

平成２４年度から１７０万円程度の償還額となります。 

審査の結果、本案は全会一致で可決すべきものと決しました。 
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４ 議案第２９号 平成２２年度玖珠町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について 

平成２２年度の予算総額は歳入歳出それぞれ３億２５９万１，０００円であります。 

昭和４８年度から昭和５３年度にかけて「同和対策特別措置法」に基づき、対象地域の住民に住宅の

新築・改修、宅地取得等の資金として貸し付けたもので、過年度の総額を基金積立金として計上して

います。このような状況の中、一部には生活が困窮する中でも分割払いを継続して頑張っているケー

スもあります。今後とも国・県の動向や協議など重ねていく必要があります。 

審査中に出された質疑応答、意見の主なものとして 

（問）分割払いを継続している債務者は何名いるか。 

（答）現在、７名です。 

（問）滞納者死亡の場合、後住んでいる人との再契約はどうなっているのか。 

（答）法律上、債務を引き継がない。そこには再契約は発生しない。 

（問）国・県に責任があり、一町での解決は不可。国・県を通じて解決していく以外はない。国・

県の動きはどうか。 

（答）国の支援策に該当しない。 

今後も分割払い等でねばり強く協議を行ない、回収に努めていただきたいとの意見が出されました。 

審査の結果、本案は全会一致で可決すべきものと決しました。 

５ 議案第３０号 平成２２年度玖珠町老人保健特別会計予算について 

平成２２年度予算額は歳入歳出それぞれ１８７万５，０００円であります。歳入の主なものは、繰入金１８６

万７，０００円で、歳出の主な内訳は医療諸費１８７万２，０００円であります。 

老人医療制度は平成１９年度で廃止され、後期高齢者医療制度に移行しましたが、老人保健特別会計

は、過年度の医療費交付金等の精算やレセプトの過誤や返戻に対応するため存続され、２２年度がその

最終年度となり、その精算等に見込まれる諸費用の歳出とその財源の一般会計からの繰入に係るもの

であります。 

特に質疑・意見もなく、審査の結果、本案は全会一致で可決すべきものと決しました。 

６ 議案第３１号 平成２２年度玖珠町介護保険事業特別会計予算について 

平成２２年度の予算額は、歳入歳出それぞれ１６億９，６７１万５，０００円で、前年度に比べ４，５１４万

７，０００円の増となり、対前年比２．７３％の伸びであります。歳入の主な内訳は、保険料２億５，３２２万

４，０００円、国庫支出金４億７，３４０万８，０００円、支払基金交付金４億９，０３６万円、県支出金２億９１６

万２，０００円、繰入金２億７，０５４万５，０００円です。 

歳出の主な内訳は、保険給付費１６億２，０３１万円、地域支援事業３，８４７万円であります。本制度は

施行から１０年経過し、いろいろな角度から検討され、制度全般の見直しが行われてきました。特に、

平成１８年度からは「介護予防」に重点を置いた法改正がなされ、「玖珠町地域包括支援センター」を

開設、「地域支援事業」を開始しています。 

なお、平成２２年度は、第４期事業計画の２年目であります。 
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１月３１日現在の認定状況は、総人口１万７，９２９人、６５歳以上の高齢者人口は５，３５６人で高齢化率

２９．９％、対前年比０．５ポイントの伸びとなっています。給付対象となる第１号被保険者数は、１月

末現在５，４１３人、このうち要保護及び要支援認定者は１，０７８人で認定率１９．９％、対前年比０．２ポイ

ントの減少となっています。 

次に平成２２年度介護サービス事業勘定予算でありますが、本年度予算額歳入歳出それぞれ１，０５５

万４，０００円であり、対前年比５．０８％の伸びであります。歳入の主な内訳は、サービス収入１，０５４

万８，０００円、歳出の主な内訳は、総務費４６４万１，０００円、事業費４３１万１，０００円であります。 

歳入のサービス収入はケアマネジャーが作成した介護予防ケアプラン料であります。歳出の総務費

はセンター運営費であり、事業費はケアプランの作成を委託した介護支援事業所への委託料でありま

す。 

特に質疑・意見もなく、審査の結果、本案は全会一致で可決すべきものと決しました。 

７ 議案第３２号 平成２２年度玖珠町後期高齢者医療事業特別会計予算について 

平成２２年度予算総額は歳入歳出それぞれ２億５５９万４，０００円であります。歳入の主な内訳は、後

期高齢者医療保険料１億４，８７８万２，０００円、一般会計繰入金５，６１９万５，０００円であります。歳出の

主な内訳は、総務費１７７万８，０００円、後期高齢者医療広域連合納付金２億３２０万５，０００円であります。 

特に質疑・意見もなく、審査の結果、本案は全会一致で可決すべきものと決しました。 

８ 議案第３３号 平成２２年度玖珠町水道事業会計予算について 

本案の玖珠町水道事業の業務予定量は給水戸数３，７２０戸、年間有収水量１０１万㎥、１日平均給水量

２，７６７㎥を基本に予算編成しています。 

収益的収入及び支出の予算額は、それぞれ１億５，９９５万１，０００円であります。 

また、資本的収入は５１７万８，０００円で、資本的支出は４，４１７万９，０００円であり、この差額の３，９００

万１，０００円は、当該年度損益勘定留保資金で補填をします。独立採算が原則の企業会計において、主

たる財源は水道使用料であります。 

審査の中で、受託給水工事での配水管敷設工事代金の地元負担金や水道給水区域拡大などの質問や

要望と水道使用料の未収金の徴収に最大に努力し、実績を上げるよう意見が出されました。 

審査の結果、本案は全会一致で可決すべきものと決しました。 

以上、予算特別委員会に審査の付託を受けました議案８件の審査結果の報告を終ります。 

なお、平成２２年度予算審議に当って、予算特別委員会の委員から出された様々な質疑、意見、要望

については、これを真摯に受止め、予算の執行に反映されるよう申し添えます。 

以上であります。 

〇議 長（藤本勝美君） 予算特別委員会委員長報告に対する質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  １４番後藤 勲君。 

〇１４番（後藤 勲君） １４番後藤でございます。 
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  議案第２６号、平成２２年度玖珠町一般会計予算について質問をさせていただきます。 

審査中に出された質疑応答、意見の主なものは次のとおりですということでありましたけれども、

この中には含まれておりませんが、予算の概要の説明の中で説明があったのではないかなというふう

に思いますので、質問をさせていただきます。それは、メルヘン大使に対する予算でございます。今

年は、我が町にとって大切な記念すべき年でもあり、私自身は、現在のメルヘン大使プラス２、３名

のメルヘン大使が増えるんじゃないかなというふうに思っているわけでございますけれども、このメ

ルヘン大使に対してどのような予算組みをされておるのか、私自身気になっておるところでございま

すが、説明があったと思いますので、その辺のところをお尋ねいたします。 

〇議 長（藤本勝美君） 予算特別委員会委員長。 

〇予算特別委員長（菅原 一君） メルヘン大使についての部分についての説明は、特にありませんで

した。 

〇議 長（藤本勝美君） １４番後藤 勲君。 

〇１４番（後藤 勲君） 後藤です。 

  今のメルヘン大使についてでございますけれども、私は、メルヘン大使は私たちの町の活性化のた

めにご助言をいただき、また、町のＰＲをしていただいている大切な大使であるというふうに認識を

しております。そこで、本年度のメルヘン大使に対する予算はどのようになされているのかをご確認

いただき、また、執行部の方に、より充実したメルヘン大使のあり方にお願いしたいという意見を予

算特別委員会として述べておいていただきたいというふうに思いますが、いかがでございますでしょ

うか。 

〇議 長（藤本勝美君） 委員長。 

〇予算特別委員長（菅原 一君） 内容についての説明はなかったんですけど、後藤議員からのその旨

のことがありますので、後ほど委員長として申し渡しておきたいと思います。 

〇１４番（後藤 勲君） よろしくお願いいたします。 

〇議 長（藤本勝美君） ほかにありませんか。 

  ９番松本義臣君。 

〇９ 番（松本義臣君） ９番松本です。 

  予算委員会非常に項目が多いので、問いの答えにしてもですね、ほんとに概略的なもの、ほんとに

主なものだと思います。今回の当初予算では、たぶん子ども手当が一番の目玉かなと私思います。そ

の中で２点ばかりですね、どういった協議が、たぶんされたと思いますが、もしされてれば、そういっ

た協議の内容をお知らせいただければありがたいと思います。 

１点目がですね、予算書を見ますと一般財源が入ってます。それで、これで私も、これ国の施策で

すから１００％国の関係でやるのかなと思っておったんですが、そこいらの質疑とかそういったのがあっ

たかどうかですね。 

  もう１つは使途でありますけれども、子ども手当は、あちこち私も考えておるのはですね、現金を
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そのまま送るということになりましょうけれども、学校の中で給食費に充てるとか、また体育の衣服

とかそういったところに、もう直接町が一応担当してですね、そして現物そういったこともするとか、

そういったいろんなことが議論されたかと思いますけれども、もしそういったところがあればお聞か

せください。 

〇議 長（藤本勝美君） 予算特別委員長。 

〇予算特別委員長（菅原 一君） 子ども手当の部分で、最初の分ですけどが、それは今の報告の２ペー

ジですね、２ページの中に（問）と（答）ちゅうようなことで上げさせていただいておるんですけど、

人員とですね、括弧書きにしておる部分が、まさにその部分に該当するわけですね、今言われたのは、

特定財源の中で一般財源の部分は出ておるんじゃないかちゅうようなことでしょうけど、この括弧書

きはまさにそういう部分であります。 

  使途についてはですね、これは親に支給されるちゅうようなことですね。だから委員会の中では、

そこまでの議論はなかったというようなことですね。よろしいですか。 

〇議 長（藤本勝美君） ほかにありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 質疑なしと認めます。 

  予算特別委員会委員長報告に対する質疑を終わります。 

  以上で各委員長報告に対する質疑を終わります。 

 

    日程第２ 討論 

 

〇議 長（藤本勝美君） 日程第２、これより討論を行います。 

  議案第５号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第６号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第７号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第８号に対する反対意見の発言はありませんか。 
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  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第９号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第１０号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第１１号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第１２号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第１３号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第１５号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第１６号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第１７号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 
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  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第２６号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第２７号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第２８号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第２９号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第３０号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第３１号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第３２号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 議案第３３号に対する反対意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 以上で討論を終わります。 
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    日程第３ 採決 

 

〇議 長（藤本勝美君） 日程第３、これより採決を行います。 

  議案第５号は条例の制定についてであります。反対意見の発言もありませんでしたので、これを採

決したいと思いますが、異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  議案第５号について、委員長報告は原案のとおり可決であります。委員長報告のとおり決すること

に賛成の方の起立を求めます。 

  （起立全員） 

〇議 長（藤本勝美君） 起立全員です。着席ください。 

  よって、議案第５号は、原案のとおり可決することに決定します。 

次に、議案第６号から議案第１３号の８議案は、条例の一部改正についてであります。別に反対意見

の発言もありませんでしたので、これを一括採決したいと思いますが、異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  議案第６号から議案第１３号までの８議案について、委員長報告は原案のとおり可決であります。委

員長報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

  （起立全員） 

〇議 長（藤本勝美君） 起立全員です。着席ください。 

  よって、議案第６号から議案第１３号までの８議案は、原案のとおり可決することに決しました。 

  次に、議案第１５号は、町道路線の廃止についてで（その１）であります。反対意見の発言もありま

せんでしたので、これを採決したいと思いますが、異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  議案第１５号について、委員長報告は原案のとおり可決であります。委員長報告のとおり、決するこ

とに賛成の方の起立を求めます。 

  （起立全員） 

〇議 長（藤本勝美君） 起立全員です。着席ください。 

  よって、議案第１５号は、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

  次に、議案第１６号は、町道路線の廃止について（その２）であります。反対意見の発言もありませ

んでしたので、これを採決したいと思いますが、異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 
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  議案第１６号について、委員長報告は原案のとおり可決であります。委員長報告のとおり、決するこ

とに賛成の方の起立を求めます。 

（起立全員） 

〇議 長（藤本勝美君） 起立全員です。着席ください。 

  よって、議案第１６号は、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

  次に、議案第１７号は町道路線の認定についてであります。反対意見の発言もありませんでしたので、

これを採決したいと思いますが、異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  議案第１７号について、委員長報告は原案のとおり可決であります。委員長報告のとおり、決するこ

とに賛成の方の起立を求めます。 

（起立全員） 

〇議 長（藤本勝美君） 起立全員です。着席ください。 

  よって、議案第１７号は、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

  次に、議案第２６号は、平成２２年度玖珠町一般会計予算についてであります。反対意見の発言もあ

りませんでしたので、これを採決したいと思いますが、異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  議案第２６号について、委員長報告は原案のとおり可決であります。委員長報告のとおり、決するこ

とに賛成の方の起立を求めます。 

  （起立全員） 

〇議 長（藤本勝美君） 起立全員です。着席ください。 

  よって、議案第２６号は、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

  次に、議案第２７号から議案第３３号までの７議案は、平成２２年度特別会計及び水道事業会計の予算

であります。別に反対意見の発言もありませんでしたので、これを一括採決したいと思いますが、異

議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  議案第２７号から議案第３３号の７議案について、委員長報告は原案のとおり可決であります。委員

長報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

  （起立全員） 

〇議 長（藤本勝美君） 起立全員です。着席ください。 

  よって、議案第２７号から議案第３３号の７議案は、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

  次に、諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦について意見を求めます。 
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お諮りします。 

人権擁護委員候補者に吉ケ江 哲君を適任とすることに異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  よって、諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦について意見を求めることについては、吉ケ江 哲

君を適任とすることに決定しました。 

  次に、常任委員会に審査の付託を行いました請願１件、陳情１件について、採決を行います。 

  請願第１号、保育所・児導入所施設の環境改善を求める意見書の提出に関する請願について、委員

長報告は採択であります。委員長報告のとおり、決することに賛成の方の起立を求めます。 

  （起立全員） 

〇議 長（藤本勝美君） 起立全員です。 

  よって、請願第１号は、採択することに決定いたしました。 

  次に、陳情第３号、肉用子牛価格低迷時における畜産農家支援陳情書の採決についてでありますが、

平成２１年度一般会計補正予算を原案可決しており、産業建設常任委員会委員長報告のとおり、「みな

し採択」といたしたいと思いますが、異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  よって、陳情第３号は、委員長報告のとおり、「みなし採択」と決定いたしました。 

 

    日程第４ 議員派遣について 

 

〇議 長（藤本勝美君） 日程第４、議員派遣について議題といたします。 

  今定例会より６月定例会まで、別紙議員派遣について、異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  よって、本件は議決されました。 

 

    日程第５ 委員会の継続審査の付託について 

 

〇議 長（藤本勝美君） 日程第５、委員会の閉会中の継続審査の付託について、お諮りいたします。 

  議会運営委員会の閉会中の継続審査の件を議題といたします。 

議会運営委員長より、議会運営について、会議規則第７５条の規定により、お手元に配付してありま

す申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  よって、委員長から申し出のとおり、閉会中の審査を付託することに決定いたしました。 

  次に、基地対策特別委員会について、会議規則第７５条の規定により、お手元に配付してあります継

続審査の付託表のとおり、担当委員会に閉会中の継続審査を付託することに決定したいと思いますが、

異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  よって、委員長から申し出のとおり、閉会中の審査を付託することに決定しました。 

  次に、高校再編問題特別委員会について、会議規則第７５条の規定により、お手元に配付してありま

す継続審査表のとおり、担当の委員会に閉会中の継続審査を付託することに決定したいと思いますが、

異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  よって、委員長から申し出のとおり、閉会中の審査を付託することに決定しました。 

次に、道の駅・運動公園調査検討特別委員会について、会議規則第７５条の規定により、お手元に配

付してあります継続審査付託表のとおり、担当委員会に閉会中の継続審査を付託することに決定した

いと思いますが、異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  よって、委員長から申し出のとおり、閉会中の審査の付託をすることに決定しました。 

 

    日程第６ 議員発議 

         ・意見書（案）の提出について 

 

〇議 長（藤本勝美君） 日程第６、議員発議を議題とします。 

お手元に配付してあります発議第２号及び第３号が提出されています。これを直ちに議題といたし

たいと思いますが、異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  初めに、発議第２号、保育所・児導入所施設の環境改善を求める意見書（案）について、提出者の

説明を求めます。 

提出者６番河野博文君。 

〇６ 番（河野博文君）  

  発議第２号 
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                                平成２２年３月２６日 

    玖珠町議会 

     議 長  藤 本 勝 美 殿 

                      提出者 玖珠町議会議員 河 野 博 文 

                      賛成者    々    工 藤 重 信 

々     々    後 藤   勲 

々     々    高 田 修 治 

々     々    秦   時 雄 

 

保育所・児童入所施設の環境改善を求める意見書（案） 

  上記の議案を、別紙のとおり会議規則第１４条の規定により提出します。 

 

保育所・児童入所施設の環境改善を求める意見書（案） 

  少子高齢化社会を迎えている中において、次世代育成支援は、国の喫緊の課題となっています。ま

た、保育の実施義務がある地方自治体にとっても、最優先課題の一つとなっているところです。 

  このようなことから、子どもの福祉の向上に必要な保育所・児童入所施設の在り方については、少

子化が進行し財政状況が厳しい地方自治体への配慮と、地域の保育機能の崩壊を防ぐことを重点に検

討されなければなりません。 

保育は、子どもに良好な育成環境保障し次世代の担い手を育成する法的性格を有するものです。 

よって、国における保育制度の議論は、子どもの立場に立ち、下記の思考に配慮するよう強く要望

いたします。 

                   記 

  １ 保育所・児導入所施設の設置及び運営に対し、必要な財源を確保すること。 

  ２ 保育所・児導入所施設の最低基準については、改善に向けて十分に配慮すること。 

  以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

    平成２２年３月２６日 

                      大分県玖珠町議会 

                        議 長  藤 本 勝 美 

  衆議院議長     横路 孝弘 殿 

  参議院議長     江田 五月 殿 

  内閣総理大臣    鳩山由紀夫 殿 

  厚生労働大臣    長妻  昭 殿 

  少子化対策担当大臣 福島 瑞穂 殿 

  以上でございます。 
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〇議 長（藤本勝美君） ただ今、提出者から説明がありましたが、これについて質疑ありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 質疑なしと認めます。 

  これより討論を行います。 

発議第２号に対する反対意見の発言はありませんか。 

（な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 以上で討論を終わります。 

これより採決を行います。 

発議第２号、保育所・児童入所施設の環境改善を求める意見書（案）の提出について、反対意見の

発言もありませんでしたので、これを採決したいと思いますが、異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  発議第２号について、賛成者の方の挙手を求めます。 

  （挙手全員） 

〇議 長（藤本勝美君） 挙手全員です。 

  よって、本意見書（案）は、可決されました。 

  次に、発議第３号、電源立地地域対策交付金制度の期間延長等を求める意見書（案）について、提

出者の説明を求めます。 

  提出者９番松本義臣君 

〇９ 番（松本義臣君）  

  発議第３号 

                                平成２２年３月２６日 

    玖珠町議会 

     議 長  藤 本 勝 美 殿 

                      提出者 玖珠町議会議員 松 本 義 臣 

                      賛成者    々    菅 原   一 

々     々    日 隈 久美男 

々     々    清 藤 一 憲 

々     々    佐 藤 左 俊 

 

電源立地地域対策交付金制度の交付期間延長等を求める意見書（案） 

  上記の議案を、別紙のとおり会議規則第１４条の規定により提出します。 
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電源立地地域対策交付金制度の交付期間延長等を求める意見書（案） 

  電源立地地域対策交付金の水力発電施設周辺地域交付金相当部分（水力交付金）は、水力発電ダム

に関わる発電用施設周辺地域住民の福祉の向上と電源立地の円滑化に資することを目的に創設された

ものであり、関係市町村では、この水力交付金を活用し、防火水槽や防災無線等の公共施設の整備、

診療所や保育園の運営費等への充当による住民生活の利便性向上を図っているところである。 

  しかしながら、現在の制度では、交付対象市町村の多くが、まもなく最長交付期間の３０年を迎える

こととなるが、その場合、水力発電施設の円滑な運転継続や新規の電源立地に支障が生ずることが危

惧される。 

  豊富な水資源に恵まれた我が国において、水力発電は、原子力発電や火力発電に比べ、環境への負

荷が少なく、再生可能なエネルギーとして、これまで電力の安定供給に大きく寄与してきたが、その

背景には、水力発電施設の建設に協力してきた関係市町村の貢献があることを十分認識すべきである。 

  よって、国におかれては、平成２２年度末をもって多くの関係市町村で交付期限を迎える水力交付金

について、過去３０年間にわたる交付実績や、今後とも安定的な水力発電を維持する必要性があること

等を考慮の上、平成２３年度以降は恒久的な制度とすること、及び原子力発電交付金との格差を踏まえ

た交付金の最高限度額及び最低保証額の引き上げなど、交付条件の改善や事務手続きの簡素化を図ら

れることを要望する。 

  以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

    平成２２年３月２６日 

                      大分県玖珠町議会 

                        議 長  藤 本 勝 美 

  経済産業大臣  直嶋 正行 殿 

  財 務 大 臣   菅  直人 殿 

  総 務 大 臣   原口 一博 殿 

  以上であります。 

〇議 長（藤本勝美君） ただ今、提出者から説明がありましたが、これについて質疑ありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 質疑なしと認めます。 

  これより討論を行います。 

発議第３号に対する反対意見の発言はありませんか。 

（な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 賛成意見の発言はありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（藤本勝美君） 以上で討論を終わります。 

これより採決を行います。 
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  発議第３号、電源立地地域対策交付金制度の交付期間延長等を求める意見書（案）について、反対

意見の発言もありませんでしたので、これを採決したいと思いますが、異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（藤本勝美君） 異議なしと認めます。 

  発議第３号について、賛成者の方の挙手を求めます。 

  （挙手全員） 

〇議 長（藤本勝美君） 挙手全員です。 

  よって、本意見書（案）は、可決されました。 

  以上で本日の日程はすべて終了しました。 

〇議 長（藤本勝美君） ここで町長より発言の申し出がありましたので、これを許します。 

  朝倉町長。 

〇町 長（朝倉浩平君） お疲れ様でございます。 

  平成２２年第２回玖珠町議会定例会の閉会にあたりまして、一言ご挨拶を申し上げたいと思いますが、

その前に諸般の報告を３点行います。 

  まず、教育関係の学力向上の取り組みについてであります。 

ご案内のとおり、子どもに知・徳・体のバランスのとれた教育を保障するために、昨年１１月、「玖

珠町学力向上推進計画」を策定いたしました。当面の目標は、基礎学力を県平均に引き上げることで、

新年度から具体的な取り組みを始めますが、寺小屋授業や小中連携事業など、可能なものはすでに前

倒しで始めております。また、この学力向上推進計画や教員の研修組織の改善の取り組みが評価を受

け、人事配置など大分県の全面的な支援で、４月より教育委員会内部に「玖珠町学力向上推進計画班」

を設置することになりました。新しい取り組みが始まりますので、ご報告し、ご支援をお願い申し上

げるところであります。 

  次に、日出生台演習場における榴弾砲飛散事案に対する地元説明会の開催についてであります。 

  平成２２年３月８日の相の迫分校におきまして、榴弾砲飛散事案に係ります２０３ミリ榴弾砲射撃訓練

安全化施策についての説明会を開催いたしました。西部方面総監部より、町及び議会基地対策特別委

員会及び地元３地区の関係者２６名の方々にこれまでの経緯、発生した原因、今後の安全施策の説明が

行われ、安全施策について住民の理解が得られれば、近いうちに２０３ミリ榴弾砲の射撃訓練を再開し

たいとの意向が伝えられました。町といたしましても、住民の皆さんの安心・安全が第一であり、今

後、仮に訓練再開になったとしても、安全面についての最大限の配慮をしてほしいとの要請をしたと

ころであります。また、平成２２年３月２５日、昨日でありますが、日出生台南部地区住民の方々を対

象にいたしまして、同様な説明会を開催したところでございます。 

  次に３月２０日、玖珠町ふれあい森づくりの事業の第一弾といたしまして取り組んだ「大分県エネオ

スの森」の開所式について報告いたします。 

今年度、町有林の復興と環境活動のフィールドの提供として、玖珠町ふれあいの森づくり事業をス
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タートいたしました。この事業は、玖珠郡森林組合が主体となり、森林整備保全活動を実施するもの

であります。その活動に全国各地で森林の保全活動を続けている新日本石油株式会社エネオスの大分

製油所、福岡支店の社員の家族の方約１７０名が、当日、ボランティア活動でケヤキ、山桜など４００本

の植樹や１７０本の椎茸のコマ打ちなどを体験いたしました。これからも定期的に森林保全活動や自然

体験学習を行うもので、約９．１ha の町有林を提供し、森づくり活動を行っていただくものでございま

す。今後、玖珠町の豊かな自然を楽しみながら森を育てること、参加者の皆さんの心が癒される交流

が長く続くことと期待しております。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

  さて、今定例会は去る３月５日から本日までの２２日間の会期でありましたけれど、議員の皆様方に

は、年度末の公私ともお忙しい中にもかかわらずご出席いただき、ご提案申し上げた平成２２年度一般

会計当初予算案など合計３１議案、そして人権擁護委員候補の推薦につきましても、審議をいただき、

いずれの案件もご承認をいただきました。ありがとうございます。 

  今回の議会では、本会議をはじめ各常任委員会や予算特別委員会、議会全員協議会などにおきます

審議や審査、協議の過程におきまして、本町が直面する様々な過程につきまして、議論と多くのご意

見を賜ったところであります。重ねてお礼を申し上げます。拝聴いたしましたご意見、ご提言につき

ましては、これから真摯に受け止め、今後の町政執行にあたって生かしてまいりたいと考えておりま

す。 

  さて、今議会に提案いたしました、来年度の事業計画やそれに伴う予算編成など、私にとりまして

初めてのことでありましたが、町長に就任して僅か１ヶ月間、明日の玖珠町のあるべき姿を思い浮か

べながら編成してまいりました。この編成が、町民の皆様に正確に伝わるか、あるいは町民の皆様の

声というものが十分に反映できているかどうかということを考えますと、決して満足するものではあ

りません。したがいまして、私はこの１年間を通じて町内の隅々をこの足で歩き、町民皆様のご意見

を伺ってまいりたいと思っております。その結果、必要とあれば、事業の変更や予算の補正なり行っ

てまいりたいと思っております。 

  最後になりましたけれど、年度末における専決処分についてでございます。 

例年のように、国・県補助金等の確定あるいは年度末の会計の精算などによります補正予算につき

ましては、必要に応じて専決処分をさせていただき、次期議会においてその詳細についてご報告を申

し上げます。ご了承いただきたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

  さて、３月この時期、今年はなにかと雨が多い季節となったようでありますが、時にはすでに春爛

漫の季節であります。今日は万年山の上に雪が降っておりましたけど、積もっておりましたけど、入

学式あるいは入社式その他、そして農作業など１年の始まりのときでございます。議員皆様におかれ

ましては、ご健康に留意され、引き続き町政のご協力をお願い申し上げまして、閉会にあたってのご

挨拶といたします。ありがとうございました。 

〇議 長（藤本勝美君） 閉会にあたりまして一言ご挨拶申し上げます。 
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  今定例会は、去る３月９日開会以来、本日まで１８日間にわたり、議員各位はもとより、執行部にお

かれましては、終始極めて真剣なご審議をいただき、いずれも重要な案件を適切、妥当な結論を得ま

して、厚くお礼を申し上げます。加えて議会運営にご協力をいただき感謝を申し上げます。 

さて、月が替わりますと新年度でございます。地方自治体を取り巻く情勢は大変厳しい激動の時代

となっております。私ども議員もこの厳しい行財政の中、行政運営、議会運営に昼夜を問わず真摯に

取り組んで、玖珠町政発展のため、執行部と一丸となり英知を振り絞り、この難局を乗り切っていか

ねばと考えているところであります。多様化する町民ニーズに対し、職責を果たしてまいりたいと思っ

ているところであります。 

  これをもちまして、平成２２年第２回玖珠町議会定例会を閉会いたします。 

  ご協力ありがとうございました。 

午前１１時２６分 閉会 

 

 

      地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 

          平成２２年３月２６日 

 

                玖 珠 町 議 会 議 長 

 

 

                署  名  議  員 

 

 

                署  名  議  員 
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